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1. まえがき 

 弾性表面波(SAW)を用いて液滴を制御する

場合，液滴位置を知ることは重要である．SAW

伝搬面に液滴があると，SAW は液体中に縦波

を放射して減衰する．このとき放射した縦波に

よる音響放射圧により液滴は搬送される．我々

は，縦波は液滴内を周回した縦波から SAW が

再励振されることを見いだした１)．この波はデ

ューティー比を短くすることにより確認する

ことができた．液滴位置計測のため定式化を行

った．また，液滴位置決定のためには液滴の音

速測定が必要であることを明らかにした． 

液滴位置計測が必要なのは，液滴搬送する場

合である．しかし，SAW による液滴搬送によ

り，液滴形状が変化する．本稿では，表面処理

法を用いた検討結果について報告する． 

 

2. 表面処理法 

 液滴搬送の際，SAW 伝搬面を撥水性にする

ことはよく行われている．撥水性のため，例え

ば，trichloro(stearyl)silane が利用されている．

しかし，圧電結晶として LiNbO3を用いる場合，

trichloro(stearyl)silane の Si 基と LiNbO3表面の

結合がないため，繰り返しの利用はできない．

そこで，本稿では，Luo らに提案された Slippery 

Liquid-Infused Porous Surfaces(SLIPS)を試みた．

LiNbO3 表面に撥水剤をスプレーした後，シリ

コンオイルに浸すことにより，SAW 伝搬面状

に撥水層を設け，この上で液滴の搬送を行った． 

3. 結果と検討 

 SAW を用いて 5 mm 搬送前後の液滴音速推

定結果を図 1 に示す．搬送前並びに SLIPS 処

理した搬送後の音速推定値はほぼ同じである．

一方，SLIP 処理をしていない場合，推定した

音速は他の 2 つの大きく異なり，また測定誤差

も大きい．これは，搬送による液滴形状変化の

ためである．音速測定のために必要な液滴内の

縦波伝搬経路は，液滴半回転楕円体とし，また

SAW 伝搬面との接触面は円形としている．

SLIPS 処理をしていない場合，搬送により液滴

形状が変化するため，推定した音速が異なって

いると考えている．  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 液滴音速の推定値． 
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